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住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
間
接
撮
影
・
血
圧
測
定
）

の
日
程

　
　
　
定
期
結
核
健
康
診
断
胸

　
　
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
と
今

　
　
年
か
ら
循
環
器
検
診
（
血

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難獺　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　灘難　　　　灘謙灘潟

圧
測
定
）
を
行
い
ま
す
の

で
該
当
者
は
必
ず
受
検
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
該
当
者

　
十
日
町
市
内
に
在
住
す

　
る
住
民
。
　
（
た
だ
し
職

　
場
検
診
、
小
学
校
に
入

　
学
し
て
い
な
い
子
供
、

　
小
学
生
、
中
学
生
、
高

　
校
生
は
除
き
ま
す
）

▽
注
意
と
お
願
い

O
こ
の
検
診
だ
け
は
個
人

　
通
知
を
致
し
ま
す
が
、

　
個
人
通
知
の
届
か
な
い

　
方
、
職
場
で
レ
ン
ト
ゲ

　
ン
撮
影
を
実
施
し
な
い

　
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

　
は
最
寄
り
の
会
場
で
受

　
検
し
て
く
だ
さ
い
。

○
個
人
通
知
の
注
意
事
項

　
を
良
く
お
読
み
く
だ
さ

　
い
。
ま
た
個
人
通
知
は

　
会
場
に
必
ず
持
参
く
だ

　
さ
い
Q

O
検
診
後
、
通
知
の
な

　
い
方
は
異
常
が
な
か

　
っ
た
も
の
と
ご
承
知

　
く
だ
さ
い
。
精
密
検

　
査
の
必
要
な
方
に
は

　
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
年
に
一
度
は
一
家
そ

　
ろ
っ
て
健
康
診
断
を

　
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
駿
簸
雛
難
鍵
　
霧
雛
欝

　
4
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番

　
1
1
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番

　
1
8
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

…　
　
　
　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番

……
2
5
日
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番

＊お願い

救急患者のために休日救急医を輪番で実施し

　ています。救急患者以外は平日に治療を受け

　てください。

月
　
日

会
　
場

実
施
時
間

対
　
象
　
地
　
区

7
月
1
2
日

　
　
（
月
）

十
日
町
中
学
校

午
前
9
時
～
1
1
時

新
座
地
区

7
月
1
3
日

　
　
（
火
）

真
田
小
学
校
午
前
9
時
～
n
時

鉢
、
中
手

名
ケ
山
小
学
校

午
後
－
時
半
～
3
時

中
平
、
名
ケ
山

7
月
1
4
日

　
　
（
水
）

鐙
島
小
学
校

午
前
午
後

9
時
～
3
時
半

南
鐙
坂
、
北
鐙
坂
、
高
島

7
月
1
5
日

　
　
（
木
）

吉
田
中
学
校
午
前
9
時
～
H
時

小
泉
、
樽
沢

吉
田
小
学
校
午
後
－
時
～
3
時

稲
葉
、
山
谷

7
月
1
6
日

　
　
（
金
）

六
箇
小

塩
之
又
分
校
午
後
－
時
～
－
時
半

塩
ノ
又

六
箇
小
学
校
午
後
2
時
～
3
時
半

中
村
、
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、

ニ
ツ
屋

検3

　歳
診児

育検4
児診力
学普月
級に児

相　　　育

談　　　児

事
業
名

錯角 （207さ日月 （277さ日月 （197旦日月 （177圭日月 （87杢日月 （77杢日月 月日

2　1午
～　後

時時

1　1午
時～後
半時

2　　1午
　～時後
時　　半

109午～　前
時時

2　　1午
　～時後
時　　半

時受

間付

公十
民日
館町

公十
民日
館町

公十
民日
館町

出水
張
所 沢

出吉
張
所 田

公下
民
館 条

公中
民
館 条

会
場

生48
れ年
の　1
者月

生51
れ年
の　3
者月

に月口50
生31～年
れ日5111
たま年月
者で11

者　月　生
　ま　後
　で　　12
　の　　カ

対
象
者

全
　
　
　
域

全
域

地川井十
区治田日
二薪口工

舘大

水
沢
地
区

吉
田
地
区

下
条
地
区

中
条
地
区

参
集
区
域

く該個3
だ当人歳
さ月通6
いの知力
方が冠
はな児
おくを
いと対
でも象

育内身
児科体
学検測
級診定

相　保　身
談　育　体
　に　測
　つ　定
　い　並
　て　　び
　の　　に

備
考

台所の衛生
①調理する人は健康に気をつ
　けて、手の傷はとくに用心

　　　　輸

②台所は、すみずみまで整頓
　清潔を

③料理前にかならず手洗い

開
、
Z

、
〃ψ笏

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
3

　
　
夢脇

　
　
お

　
　
』
』
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市
で
は
、
市
民
の
生
涯
教
育
の
場
、

地
域
民
の
集
い
の
場
と
し
て
の
地
区

公
民
館
の
施
設
整
備
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
川
治
地

区
公
民
館
の
改
築
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。

　
完
成
は
明
年
二
月

　
川
治
地
区
公
民
館
は
、
現
在
、
国

道
一
一
七
号
線
沿
い
の
山
本
地
内
に

あ
り
、
旧
川
治
村
役
場
当
時
の
建
物

の
た
め
老
朽
化
が
著
し
く
、
改
築
が

急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
公
民
館
は
、
現
地
区
館
の

鍬
入
れ
す
る
春
日
市
長

　
7
・
1
6
河
内
町
の
建
設
現
場
で

斜
め
後
ろ
、
約
百
M
位
の
所
で
、
河

内
公
園
の
隣
り
に
あ
た
り
ま
す
。

　
完
成
は
明
年
二
月
の
予
定
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
総
事
業

費
九
千
九
百
五
十
万
円
で
急
ピ
ッ
チ

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
老
人
い
こ
い
の
家
も
兼
ね
て

　
な
お
、
こ
の
施
設
は
「
老
人
い
こ

い
の
家
」
も
兼
ね
て
お
り
、
一
階
に

焼
物
や
木
工
、
美
術
、
ワ
ラ
細
工
な

ど
が
楽
し
め
る
工
作
室
、
二
階
に
男

女
浴
室
各
一
、
ス
テ
ー
ジ
付
三
十
帖

の
和
室
な
ど
を
配
し
て
、
特
に
お
と

し
よ
り
の
み
な
さ
ん
の
利
用
を
考
え

て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
二
階
に
図
書
室
（
兼

談
話
室
）
、
事
務
室
、
三
階
に
講
堂
、

調
理
実
習
室
、
学
習
室
、
小
会
議
室

な
ど
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
中
学
校
で
も
起
工
式

　
去
る
七
月
十
六
日
、
南
中
学
校
増

築
工
事
の
起
工
式
が
現
地
で
行
わ
れ
、

現
在
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
南
中
学
校
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
西
小
学
校
の
卒
業
生
を
迎
え
る

た
め
、
教
室
等
施
設
の
増
築
が
急
が

れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
増
築
工
事
は
、
現
校
舎
の

西
側
、
屋
外
運
動
場
よ
り
に
、
総
工

費
七
千
五
百
三
十
三
万
円
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
；
ト
造
三
階
建
の
校
舎
を
建

設
す
る
も
の
で
、
明
年
七
月
頃
に
は

普
通
教
室
五
、
保
健
室
一
の
モ
ダ
ン

な
校
舎
が
お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

駆
軌
舞
鰍
プ
ー
ル
完
成

　
五
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
西
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
こ
の
ほ

ど
完
成
。
喜
び
の
プ
ー
ル
開
き
が
、
去

る
七
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ー
ル
は
、
総
工
費
一
千
八

百
万
円
余
り
の
P
・
C
プ
ー
ル
で
、

幅
十
三
后
、
長
さ
二
十
五
灯
の
モ
ダ

ン
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
馬
場
小
学
校
で
も
、
去
る

七
月
二
十
四
日
に
、
西
小
学
校
と
同

規
模
の
プ
ー
ル
が
完
成
。
新
し
い
プ

ー
ル
で
元
気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る

児
童
を
、
父
兄
の
み
な
さ
ん
が
満
足

そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
戴
》
エ
ン
予
ー
難
難
露
蜘
ご
参
蒲
を

　
叢
催
　
ユ
ー
ス
毒
漢
肇
短
翻
裸

　
　
　
　
跳
グ
鑑
叢
プ

　
期
驚
　
八
簿
燕
鎖
⑭
肇
前
八
磯

　
　
　
　
鴎
藷
五
分
～
等
後
轍
響
時

　
集
・
合
　
観
皇
隣
（
土
斎
）
錘
集
合

』
参
魏
嚢
絡
　
二
名
以
滋
禰
グ
ル

　
　
　
　
韮
プ

　
参
演
擬
、
τ
八
　
蕊
籍
開

　
寧
込
み
　
氷
涙
蓑
蔑
驚
裁
母

　
　
　
　
　
鷺
飛
ー
豊
脚
O
凶
番

富
井
議
員
が
急
逝

さ
れ
ま
し
た

　
富
井
康
則
議
員
は
、
七
月
四
日
脳

出
血
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
昭
和
三
十
年
五
月
水
沢
村

議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
、
四
十
六

年
、
五
十
年
と
市
議
に
当
選
、
二
期
目

を
迎
え
て
お
り
ま
し
た
。
議
員
在
職

中
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
、
苗
場

山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員
会
副
委

員
長
と
し
て
、
地
元
を
は
じ
め
、
市

民
各
層
の
衆
望
を
に
な
い
、
精
力
的

に
活
躍
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
い
よ

い
よ
重
要
段
階
を
迎
え
た
苗
場
山
ろ

く
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
農
業
振
興

の
た
め
、
副
委
員
長
と
し
て
、
昼
夜
を

分
た
ぬ
活
躍
を
続
け
て
お
ら
れ
た
だ

け
に
氏
の
急
逝
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
に
、
生
前
の
ご
活
躍
を
し
の
び

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
．
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夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開

’
海
水
浴
や
レ
ジ
ャ
i
、
墓
参
帰
省
　
　
立
看
板
、
幕
等
啓
蒙
活
動
の
強
化
、

の
た
め
の
交
通
量
の
増
加
と
暑
さ
の
　
　
道
路
標
識
、
道
路
標
示
、
反
射
鏡
等

た
め
、
毎
年
交
通
事
故
が
増
加
す
る
　
　
の
安
全
施
設
の
整
備
点
検
を
行
い
ま

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
夏
休
み
　
　
す
。

の
解
放
感
か
ら
、
こ
ど
も
の
交
通
事
　
　
　
交
通
事
故
の
絶
滅
は
、
運
転
者
の

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
総

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春
　
　
ぐ
る
み
の
協
力
が
な
い
と
そ
の
目
的

日
市
長
は
）
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
　
　
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
お
互
い
が
注

八
月
二
十
日
の
一
ヵ
月
間
、
つ
ぎ
の
　
　
意
し
あ
っ
て
交
通
事
故
絶
滅
の
た
め
、

こ
と
を
重
点
に
夏
の
交
通
事
故
防
止
　
　
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
を
展
開
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
　
　
夏
期
に
お
け
る
定
全
運

自
主
的
に
地
域
の
自
治
余
母
の
余
　
　
転
の
確
保

関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
街
頭
指

導
を
お
願
い
す
る
ほ
か
、
事
故
防
止
　
　
　
暑
さ
か
ら
気
の
ゆ
る
み
、
注
意
力

　
∩
日
Ω
口
∩
H
臼
n
“
∩
日
自
口
n
日
∩
日
∩
目
ロ
ロ
ロ
∩
日
∩
H
口
Q
∩
日
口
∩
H
∩
H
∩
日
口
口
口
∩
日

　
　
　
尋
　
去
る
七
月
十
日
、
新
潟
　
　
い
て
の
活
発
な
提
言
な
ど
が
行
わ
れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　繍嶽　　　　　　謙羅羅簗

市
公
開
堂
で
、
交
通
安
全

県
宣
言
十
四
周
年
記
念
県

民
大
会
が
開
か
れ
、
二
百

五
十
万
県
民
が
互
い
に
力

を
あ
わ
せ
、
交
通
安
全
を

図
り
、
交
通
事
故
を
絶
滅

さ
せ
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

　
席
上
、
記
念
講
演
や
、

交
通
安
全
優
良
校
、
交
通

安
全
功
労
者
の
表
彰
、
県

民
代
表
の
交
通
安
全
に
つ

ま
し
た
。

　
本
市
関
係
の
受
彰
者
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

　
交
通
安
全
優
良
校
…
東
小
学
校

（
室
岡
倉
二
校
長
）

　
作
文
…
最
優
秀
賞
二
瓶
要
（
東
小

六
年
）
佳
作
小
沢
真
理
子
（
吉
田
小

二
年
）
林
美
和
子
（
吉
田
小
三
年
）

　
ポ
ス
タ
ー
…
最
優
秀
賞
中
林
ま
ゆ

み
（
東
小
三
年
）
優
秀
賞
池
田
弘
美

（
東
小
三
年
）
小
宮
山
洋
祐
（
東
小

四
年
）

の
低
下
等
か
ら
例
年
無
暴
運
転
に
よ

る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
の
で
、

安
全
運
転
に
心
が
け
る
こ
と
。
ま
た

交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
こ
と
し

も
、
つ
ぎ
の
と
お
り
交
通
安
全
指
導

所
を
設
置
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
八
月
九
日
（
月
）
午
後
三
時
～
五

時
…
下
条
栄
橋
入
口
付
近
　
八
月
十

二
日
（
木
）
午
後
八
時
～
十
時
…
長

里
　
八
月
十
六
日
（
月
）
午
前
八
時

～
十
時
…
永
沢
、
宮
栗
。

　
過
労
運
転
の
防
止

　
市
民
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
追
放

す
る
と
共
に
、
過
労
運
転
、
暴
走
運

転
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
二

輪
車
運
転
（
同
乗
者
含
む
）

は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
こ
と
。
自
動
車
運
転

は
、
座
席
ベ
ル
ト
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
中
の
こ
ど

も
の
事
故
防
止

　
夏
休
み
期
問
中
、
こ
ど
も

と
母
親
を
対
象
に
交
通
安
全

教
室
、
映
写
会
を
積
極
的
に

開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
域
内
で
、
自
主
的
な

街
頭
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

＝＝・超党派での平和運動一

△
世
界
平
和
を
築
く
た
め

　
　
　
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

v
と
　
き

こ
と
こ
ろ

八
月
六
日

午
前
八
時
よ
り
八
時
三
十
分
ま
で

市
民
体
育
館
内

飲
酒
運
転
事
故
を
な
く
し
ょ
う

　
交
通
事
故
防
止
運
動
を
繰
り
広
げ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
と

こ
ろ
飲
酒
運
転
違
反
者
が
後
を
断
た

ず
、
昨
年
同
期
二
・
三
倍
に
も
達
し
、

ま
た
、
市
内
の
交
通
事
故
発
生
率
も

県
下
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
悲

し
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
及
び
警
察
署
、
交
通
安
全
協

会
は
、
六
月
中
を
交
通
事
故
防
止
強

化
月
間
と
定
め
、
徹
底
し
た
取
締
り

と
運
転
者
や
歩
行
者
の
講
習
会
や
安

原
水
爆
禁
止
市
民
大
会

全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
交
通
事
故

防
止
運
動
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
月
間
中
は
、
交
通
事

故
は
若
干
減
少
し
た
も
の
の
悪
質
な

飲
酒
運
転
は
依
然
と
し
て
多
く
、
酒

酔
運
転
違
反
者
五
人
、
酒
気
帯
び
運

転
検
挙
者
二
十
六
名
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
飲
酒
運
転
事
故
は
、
一
歩
間
違

う
と
重
大
死
傷
事
故
と
な
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
者
が
減
少
し
な
い
の
は
、

酒
と
車
の
危
険
性
を
甘
く
考
え
て
い

　
　
主
催
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
松
　
　
井
　
　
愛
　
　
美

◎
支
援
団
体
（
順
不
同
）

　
楊
人
会
・
繊
　
労
・
白
由
民
主
覚
．
日
本
杜
会
党

　
幽
巾
　
　
役
　
　
所
・
｛
巾
　
　
艦
　
　
憧
一
・
繊
物
圏
一
△
O
。
記
者
一
ク
ラ
フ

　
商
工
会
纏
所
・
費
年
金
繊
所
・
金
融
団
．
仏
敦
会

　
キ
リ
ス
ト
敏
会
・
天
理
敏
会
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ケ
ラ
ブ

　
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
7
・
ラ
イ
才
ン
ズ
ク
ラ
7
．
地
区
評

ンー、＾－》、，ゾ㌔へ，げ、＾1》、（1）・戸ゾ・へ’げ・へ1》、＾ノ

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
よ

う
、
家
庭
や
職
場
で
の
徹
底
し
た
監

視
と
注
意
が
必
要
で
す
。

　
飲
酒
運
転
や
交
通
事
故
の
な
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
六
月
強
化
月
間
中
の
酒
酔
運
転
違

反
者
の
氏
名
（
十
日
町
警
察
署
公
表
）

　
尾
身
吉
春
（
真
田
甲
三
三
四
三
）

西
川
太
一
（
四
日
町
一
三
六
〇
）
羽

鳥
市
郎
（
八
箇
乙
九
四
）
須
藤
一
雄

（
中
条
乙
九
五
一
）
水
落
彰
（
東
下

組
四
二
九
三
）

3）”””＿”1“岨””一””III”III”“と5∬93お蛆6世』阪”1－1－II”ll一“1”一1艦一”1”””1”II一一1”””1”“161”1”1”1”10II”II”1”昭和51年7月25日

。

｝
｝
占
了
り
7
リ
エ
エ
7
｝
γ
》
定
》
ず
モ
モ
モ
｝
て
モ
モ
事

覗
嚇
　
　
　
登
校
の
と
き
、
一
番
最
初

覗弟
　
　
に
集
合
場
に
つ
く
の
は
ぽ
く

嚇
弟
　
だ
。
ぼ
く
は
一
・
二
年
一
人

覗
　
　
づ
つ
、
つ
れ
て
く
る
。
ぼ
く

　
　
ら
三
人
が
ま
っ
て
る
と
、
つ

　
　
ぎ
つ
ぎ
に
集
ま
っ
て
く
る
。

　
　
　
ぼ
く
ら
の
班
は
七
人
だ
、

弟交通安全の作文最優秀賞受賞作

三
年
生
が
い
な
い
だ
け
。
ぼ

く
は
こ
年
か
ら
班
長
だ
。
最

初
の
こ
ろ
は
一
年
生
に
気
を

つ
か
い
す
ぎ
、
ゆ
っ
く
り
歩

き
す
ぎ
て
、
校
長
先
生
に
よ

く
注
意
さ
れ
た
。
お
う
断
歩

し
速
く
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

と
き
ど
き
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
が
あ

る
、
ほ
か
の
一
年
生
の
半
分
ぐ
ら
い

の
速
さ
で
歩
い
て
い
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
ゆ
っ
く
り
歩
け
ば
ま
た
注
意

さ
れ
る
。
一
年
生
に
は
こ
と
ご
と
く

ま
い
っ
て
い
る
。

　
反
面
学
級
集
団
下
校
は
ら
く
だ
。

班
長
に
え
ら
ば
れ
た
と
き
も
、
残
念

じ
ゃ
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
速
く
歩

い
て
も
、
と
い
っ
て
も
ふ
つ
う
に
歩

い
て
も
と
い
う
い
み
だ
。
ふ
つ
う
に

歩
い
て
も
は
な
れ
る
こ
と
が
な
い
と

濃
叢
蓬
鑛
鎌
灘
難
灘
盤

道
で
言
う
、
「
手
を
あ
げ
て
、

わ
た
る
ぞ
。
」
こ
の
言
葉
も
ゴ

ミ
ョ
ゴ
ミ
ョ
と
言
つ
て
い
た
。

　
し
か
し
今
は
ち
が
う
。
速

さ
も
ち
ょ
う
ど
よ
く
歩
く
よ

う
に
な
っ
た
。
　
「
手
を
あ
げ

て
、
わ
た
る
ぞ
。
」
も
人
一
倍

大
き
な
声
で
い
う
よ
う
に
な

っ
た
。
ぼ
く
は
、
も
う
自
分
自

身
、
班
長
ら
し
い
行
動
を
と

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
ぼ
く
の
班
で
気
が
か
り
な

の
は
一
年
生
だ
。
ぼ
く
が
少

灘
纏
叢
響
霧
難
灘

思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
が
ま
る
で
予
想
外
だ
っ
た
。

ぼ
く
は
だ
い
ぶ
速
く
歩
く
ら
し
く
た

ち
ま
ち
さ
が
ひ
ら
い
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
か
班
長
が
バ
カ
ら
し
く
な
っ
て

き
て
、
一
人
で
下
校
し
た
い
気
も
ち

に
な
っ
た
。
ま
さ
か
六
年
生
だ
け
の

集
ま
り
な
の
に
、
こ
ん
な
に
う
ま
く

い
か
な
い
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
四
月
始
め
か
ら
こ
ん
な
こ
と

で
登
下
校
は
な
や
ま
さ
れ
ど
う
し
だ

っ
た
が
こ
の
ご
ろ
よ
う
や
く
ぼ
く
の

班
の
一
年
生
は
、
ち
ゃ
ん
と
あ
と
を

つ
い
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

と
て
も
う
れ
し
い
、
だ
か
ら
交
通
事

こ
の
心
配
は
あ
ま
り
な
い
。
と
こ
ろ

が
学
級
集
団
下
校
は
ま
る
で
な
っ
て

い
な
い
、
歩
く
の
は
お
そ
い
し
、
副

班
長
が
ぜ
ん
ぜ
ん
協
力
し
な
い
。
ま

る
で
だ
め
な
班
だ
。

　
ぼ
く
い
が
い
の
班
で
気
に
な
る
こ

と
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
ふ
み

切
で
左
右
の
か
く
に
ん
を
し
な
い
班

長
が
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
手
を

あ
げ
て
、
わ
た
る
ぞ
。
」
の
声
が
全
般

に
小
さ
い
こ
と
だ
。

　
交
通
安
全
を
考
え
る
と
、
ど
う
し

て
も
保
育
園
に
い
た
こ
ろ
交
通
事
こ

に
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
い
や

な
思
い
出
だ
。
そ
の
と
き
は
か
る
い

け
が
で
な
ん
と
か
す
ん
だ
が
、
保
育
、

園
時
代
で
の
一
番
い
や
な
思
い
で
だ
。

　
交
通
事
こ
に
は
あ
い
た
く
な
い
。

ま
た
あ
わ
せ
た
く
な
い
。
そ
ん
な
ぼ

く
の
気
も
ち
が
、
毎
日
の
登
下
校
の

と
き
、
ぼ
く
を
ふ
る
い
た
た
せ
、
は

げ
ま
し
て
く
れ
る
の
だ
。
こ
れ
か
ら

も
事
故
に
会
わ
な
い
よ
う
に
、
低
学

年
を
し
っ
か
り
守
り
、
六
年
生
と
し

て
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
。

　
市
街
地
の
商
店
街
で
は
、
日
曜
日

及
び
祝
祭
日
に
銀
行
の
駐
車
場
を
買

物
客
の
た
め
開
放
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
強
く
、
こ
の
ほ
ど
、
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
（
小
林
辰
雄
会
長
）

で
商
工
会
議
所
を
仲
介
に
、
銀
行
側

と
話
し
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
銀

行
の
好
意
に
よ
り
、
合
意
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
買
物
客
の
一
般
開
放
は
、
七
月
十

八
日
の
日
曜
日
か
ら
行
れ
ま
し
た
が
、

以
後
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
無
料
開
放
さ

れ
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く

だ
さ
い
◎

　
開
放
さ
れ
る
銀
行
の
駐
車
場
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
第
四
銀
行
（
本
町
三
丁
目
）
、
北
越

銀
行
（
本
町
二
丁
目
）
、
大
光
相
互
銀

行
（
高
田
町
一
丁
目
）
、
信
用
組
合

　
（
本
町
二
丁
目
）
。

　
　
今
年
の
稲
は
軟
ら
か
育
ち

　
　
で
、
い
も
ち
病
の
発
生
が
進

　
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
防
除
し

　
　
て
お
か
な
い
と
、
穂
首
へ
移

　
行
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
り

　
　
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
十
日
に

Z
　
防
除
協
議
会
を
開
い
て
協
議

メ
　
　
　い
し
、
「
防
除
旬
間
」
を
定
め
ま

な
し
た
。
い
も
ち
病
の
防
除
を

ぶ
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

葉いもち病をいま防除しないとあ

（
十
日
町
市
防
除
協
議
会
）

葉いもち痢・穂いもち病防除旬間
衆　　　　）

対　象 葉いもち病 穗首いもち病 枝梗いもち病

旬　問 7月20日～31日 8月1日～12日
8月17日～27日

農　薬 カスラプサイド ヒノザン
カスツマスミ
または

カスラプサイド

くわしいことは、普及所か農協入お問合せ



l
q
博
q

と6』”36”る凸版1”川ll。。”ll111“1”””腔III”“”””鴨。1”（2）
”lll”””ll”llII量。”ll巳昭和51年7月25日1

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開

’
海
水
浴
や
レ
ジ
ャ
i
、
墓
参
帰
省
　
　
立
看
板
、
幕
等
啓
蒙
活
動
の
強
化
、

の
た
め
の
交
通
量
の
増
加
と
暑
さ
の
　
　
道
路
標
識
、
道
路
標
示
、
反
射
鏡
等

た
め
、
毎
年
交
通
事
故
が
増
加
す
る
　
　
の
安
全
施
設
の
整
備
点
検
を
行
い
ま

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
夏
休
み
　
　
す
。

の
解
放
感
か
ら
、
こ
ど
も
の
交
通
事
　
　
　
交
通
事
故
の
絶
滅
は
、
運
転
者
の

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
総

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春
　
　
ぐ
る
み
の
協
力
が
な
い
と
そ
の
目
的

日
市
長
は
）
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
　
　
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
お
互
い
が
注

八
月
二
十
日
の
一
ヵ
月
間
、
つ
ぎ
の
　
　
意
し
あ
っ
て
交
通
事
故
絶
滅
の
た
め
、

こ
と
を
重
点
に
夏
の
交
通
事
故
防
止
　
　
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
を
展
開
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
　
　
夏
期
に
お
け
る
定
全
運

自
主
的
に
地
域
の
自
治
余
母
の
余
　
　
転
の
確
保

関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
街
頭
指

導
を
お
願
い
す
る
ほ
か
、
事
故
防
止
　
　
　
暑
さ
か
ら
気
の
ゆ
る
み
、
注
意
力

　
∩
日
Ω
口
∩
H
臼
n
“
∩
日
自
口
n
日
∩
日
∩
目
ロ
ロ
ロ
∩
日
∩
H
口
Q
∩
日
口
∩
H
∩
H
∩
日
口
口
口
∩
日

　
　
　
尋
　
去
る
七
月
十
日
、
新
潟
　
　
い
て
の
活
発
な
提
言
な
ど
が
行
わ
れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　繍嶽　　　　　　謙羅羅簗

市
公
開
堂
で
、
交
通
安
全

県
宣
言
十
四
周
年
記
念
県

民
大
会
が
開
か
れ
、
二
百

五
十
万
県
民
が
互
い
に
力

を
あ
わ
せ
、
交
通
安
全
を

図
り
、
交
通
事
故
を
絶
滅

さ
せ
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

　
席
上
、
記
念
講
演
や
、

交
通
安
全
優
良
校
、
交
通

安
全
功
労
者
の
表
彰
、
県

民
代
表
の
交
通
安
全
に
つ

ま
し
た
。

　
本
市
関
係
の
受
彰
者
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

　
交
通
安
全
優
良
校
…
東
小
学
校

（
室
岡
倉
二
校
長
）

　
作
文
…
最
優
秀
賞
二
瓶
要
（
東
小

六
年
）
佳
作
小
沢
真
理
子
（
吉
田
小

二
年
）
林
美
和
子
（
吉
田
小
三
年
）

　
ポ
ス
タ
ー
…
最
優
秀
賞
中
林
ま
ゆ

み
（
東
小
三
年
）
優
秀
賞
池
田
弘
美

（
東
小
三
年
）
小
宮
山
洋
祐
（
東
小

四
年
）

の
低
下
等
か
ら
例
年
無
暴
運
転
に
よ

る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
の
で
、

安
全
運
転
に
心
が
け
る
こ
と
。
ま
た

交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
こ
と
し

も
、
つ
ぎ
の
と
お
り
交
通
安
全
指
導

所
を
設
置
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
八
月
九
日
（
月
）
午
後
三
時
～
五

時
…
下
条
栄
橋
入
口
付
近
　
八
月
十

二
日
（
木
）
午
後
八
時
～
十
時
…
長

里
　
八
月
十
六
日
（
月
）
午
前
八
時

～
十
時
…
永
沢
、
宮
栗
。

　
過
労
運
転
の
防
止

　
市
民
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
追
放

す
る
と
共
に
、
過
労
運
転
、
暴
走
運

転
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
二

輪
車
運
転
（
同
乗
者
含
む
）

は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
こ
と
。
自
動
車
運
転

は
、
座
席
ベ
ル
ト
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
中
の
こ
ど

も
の
事
故
防
止

　
夏
休
み
期
問
中
、
こ
ど
も

と
母
親
を
対
象
に
交
通
安
全

教
室
、
映
写
会
を
積
極
的
に

開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
域
内
で
、
自
主
的
な

街
頭
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

＝＝・超党派での平和運動一

△
世
界
平
和
を
築
く
た
め

　
　
　
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

v
と
　
き

こ
と
こ
ろ

八
月
六
日

午
前
八
時
よ
り
八
時
三
十
分
ま
で

市
民
体
育
館
内

飲
酒
運
転
事
故
を
な
く
し
ょ
う

　
交
通
事
故
防
止
運
動
を
繰
り
広
げ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
と

こ
ろ
飲
酒
運
転
違
反
者
が
後
を
断
た

ず
、
昨
年
同
期
二
・
三
倍
に
も
達
し
、

ま
た
、
市
内
の
交
通
事
故
発
生
率
も

県
下
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
悲

し
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
及
び
警
察
署
、
交
通
安
全
協

会
は
、
六
月
中
を
交
通
事
故
防
止
強

化
月
間
と
定
め
、
徹
底
し
た
取
締
り

と
運
転
者
や
歩
行
者
の
講
習
会
や
安

原
水
爆
禁
止
市
民
大
会

全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
交
通
事
故

防
止
運
動
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
月
間
中
は
、
交
通
事

故
は
若
干
減
少
し
た
も
の
の
悪
質
な

飲
酒
運
転
は
依
然
と
し
て
多
く
、
酒

酔
運
転
違
反
者
五
人
、
酒
気
帯
び
運

転
検
挙
者
二
十
六
名
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
飲
酒
運
転
事
故
は
、
一
歩
間
違

う
と
重
大
死
傷
事
故
と
な
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
者
が
減
少
し
な
い
の
は
、

酒
と
車
の
危
険
性
を
甘
く
考
え
て
い

　
　
主
催
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
松
　
　
井
　
　
愛
　
　
美

◎
支
援
団
体
（
順
不
同
）

　
楊
人
会
・
繊
　
労
・
白
由
民
主
覚
．
日
本
杜
会
党

　
幽
巾
　
　
役
　
　
所
・
｛
巾
　
　
艦
　
　
憧
一
・
繊
物
圏
一
△
O
。
記
者
一
ク
ラ
フ

　
商
工
会
纏
所
・
費
年
金
繊
所
・
金
融
団
．
仏
敦
会

　
キ
リ
ス
ト
敏
会
・
天
理
敏
会
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ケ
ラ
ブ

　
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
7
・
ラ
イ
才
ン
ズ
ク
ラ
7
．
地
区
評

ンー、＾－》、，ゾ㌔へ，げ、＾1》、（1）・戸ゾ・へ’げ・へ1》、＾ノ

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
よ

う
、
家
庭
や
職
場
で
の
徹
底
し
た
監

視
と
注
意
が
必
要
で
す
。

　
飲
酒
運
転
や
交
通
事
故
の
な
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
六
月
強
化
月
間
中
の
酒
酔
運
転
違

反
者
の
氏
名
（
十
日
町
警
察
署
公
表
）

　
尾
身
吉
春
（
真
田
甲
三
三
四
三
）

西
川
太
一
（
四
日
町
一
三
六
〇
）
羽

鳥
市
郎
（
八
箇
乙
九
四
）
須
藤
一
雄

（
中
条
乙
九
五
一
）
水
落
彰
（
東
下

組
四
二
九
三
）
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｝
｝
占
了
り
7
リ
エ
エ
7
｝
γ
》
定
》
ず
モ
モ
モ
｝
て
モ
モ
事

覗
嚇
　
　
　
登
校
の
と
き
、
一
番
最
初

覗弟
　
　
に
集
合
場
に
つ
く
の
は
ぽ
く

嚇
弟
　
だ
。
ぼ
く
は
一
・
二
年
一
人

覗
　
　
づ
つ
、
つ
れ
て
く
る
。
ぼ
く

　
　
ら
三
人
が
ま
っ
て
る
と
、
つ

　
　
ぎ
つ
ぎ
に
集
ま
っ
て
く
る
。

　
　
　
ぼ
く
ら
の
班
は
七
人
だ
、

弟交通安全の作文最優秀賞受賞作

三
年
生
が
い
な
い
だ
け
。
ぼ

く
は
こ
年
か
ら
班
長
だ
。
最

初
の
こ
ろ
は
一
年
生
に
気
を

つ
か
い
す
ぎ
、
ゆ
っ
く
り
歩

き
す
ぎ
て
、
校
長
先
生
に
よ

く
注
意
さ
れ
た
。
お
う
断
歩

し
速
く
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

と
き
ど
き
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
が
あ

る
、
ほ
か
の
一
年
生
の
半
分
ぐ
ら
い

の
速
さ
で
歩
い
て
い
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
ゆ
っ
く
り
歩
け
ば
ま
た
注
意

さ
れ
る
。
一
年
生
に
は
こ
と
ご
と
く

ま
い
っ
て
い
る
。

　
反
面
学
級
集
団
下
校
は
ら
く
だ
。

班
長
に
え
ら
ば
れ
た
と
き
も
、
残
念

じ
ゃ
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
速
く
歩

い
て
も
、
と
い
っ
て
も
ふ
つ
う
に
歩

い
て
も
と
い
う
い
み
だ
。
ふ
つ
う
に

歩
い
て
も
は
な
れ
る
こ
と
が
な
い
と

濃
叢
蓬
鑛
鎌
灘
難
灘
盤

道
で
言
う
、
「
手
を
あ
げ
て
、

わ
た
る
ぞ
。
」
こ
の
言
葉
も
ゴ

ミ
ョ
ゴ
ミ
ョ
と
言
つ
て
い
た
。

　
し
か
し
今
は
ち
が
う
。
速

さ
も
ち
ょ
う
ど
よ
く
歩
く
よ

う
に
な
っ
た
。
　
「
手
を
あ
げ

て
、
わ
た
る
ぞ
。
」
も
人
一
倍

大
き
な
声
で
い
う
よ
う
に
な

っ
た
。
ぼ
く
は
、
も
う
自
分
自

身
、
班
長
ら
し
い
行
動
を
と

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
ぼ
く
の
班
で
気
が
か
り
な

の
は
一
年
生
だ
。
ぼ
く
が
少

灘
纏
叢
響
霧
難
灘

思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
が
ま
る
で
予
想
外
だ
っ
た
。

ぼ
く
は
だ
い
ぶ
速
く
歩
く
ら
し
く
た

ち
ま
ち
さ
が
ひ
ら
い
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
か
班
長
が
バ
カ
ら
し
く
な
っ
て

き
て
、
一
人
で
下
校
し
た
い
気
も
ち

に
な
っ
た
。
ま
さ
か
六
年
生
だ
け
の

集
ま
り
な
の
に
、
こ
ん
な
に
う
ま
く

い
か
な
い
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
四
月
始
め
か
ら
こ
ん
な
こ
と

で
登
下
校
は
な
や
ま
さ
れ
ど
う
し
だ

っ
た
が
こ
の
ご
ろ
よ
う
や
く
ぼ
く
の

班
の
一
年
生
は
、
ち
ゃ
ん
と
あ
と
を

つ
い
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

と
て
も
う
れ
し
い
、
だ
か
ら
交
通
事

こ
の
心
配
は
あ
ま
り
な
い
。
と
こ
ろ

が
学
級
集
団
下
校
は
ま
る
で
な
っ
て

い
な
い
、
歩
く
の
は
お
そ
い
し
、
副

班
長
が
ぜ
ん
ぜ
ん
協
力
し
な
い
。
ま

る
で
だ
め
な
班
だ
。

　
ぼ
く
い
が
い
の
班
で
気
に
な
る
こ

と
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
ふ
み

切
で
左
右
の
か
く
に
ん
を
し
な
い
班

長
が
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
手
を

あ
げ
て
、
わ
た
る
ぞ
。
」
の
声
が
全
般

に
小
さ
い
こ
と
だ
。

　
交
通
安
全
を
考
え
る
と
、
ど
う
し

て
も
保
育
園
に
い
た
こ
ろ
交
通
事
こ

に
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
い
や

な
思
い
出
だ
。
そ
の
と
き
は
か
る
い

け
が
で
な
ん
と
か
す
ん
だ
が
、
保
育
、

園
時
代
で
の
一
番
い
や
な
思
い
で
だ
。

　
交
通
事
こ
に
は
あ
い
た
く
な
い
。

ま
た
あ
わ
せ
た
く
な
い
。
そ
ん
な
ぼ

く
の
気
も
ち
が
、
毎
日
の
登
下
校
の

と
き
、
ぼ
く
を
ふ
る
い
た
た
せ
、
は

げ
ま
し
て
く
れ
る
の
だ
。
こ
れ
か
ら

も
事
故
に
会
わ
な
い
よ
う
に
、
低
学

年
を
し
っ
か
り
守
り
、
六
年
生
と
し

て
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
。

　
市
街
地
の
商
店
街
で
は
、
日
曜
日

及
び
祝
祭
日
に
銀
行
の
駐
車
場
を
買

物
客
の
た
め
開
放
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
強
く
、
こ
の
ほ
ど
、
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
（
小
林
辰
雄
会
長
）

で
商
工
会
議
所
を
仲
介
に
、
銀
行
側

と
話
し
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
銀

行
の
好
意
に
よ
り
、
合
意
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
買
物
客
の
一
般
開
放
は
、
七
月
十

八
日
の
日
曜
日
か
ら
行
れ
ま
し
た
が
、

以
後
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
無
料
開
放
さ

れ
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く

だ
さ
い
◎

　
開
放
さ
れ
る
銀
行
の
駐
車
場
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
第
四
銀
行
（
本
町
三
丁
目
）
、
北
越

銀
行
（
本
町
二
丁
目
）
、
大
光
相
互
銀

行
（
高
田
町
一
丁
目
）
、
信
用
組
合

　
（
本
町
二
丁
目
）
。

　
　
今
年
の
稲
は
軟
ら
か
育
ち

　
　
で
、
い
も
ち
病
の
発
生
が
進

　
ん
で
い
ま
す
。
い
ま
防
除
し

　
　
て
お
か
な
い
と
、
穂
首
へ
移

　
行
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
り

　
　
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
十
日
に

Z
　
防
除
協
議
会
を
開
い
て
協
議

メ
　
　
　い
し
、
「
防
除
旬
間
」
を
定
め
ま

な
し
た
。
い
も
ち
病
の
防
除
を

ぶ
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

葉いもち病をいま防除しないとあ

（
十
日
町
市
防
除
協
議
会
）

葉いもち痢・穂いもち病防除旬間
衆　　　　）

対　象 葉いもち病 穗首いもち病 枝梗いもち病

旬　問 7月20日～31日 8月1日～12日
8月17日～27日

農　薬 カスラプサイド ヒノザン
カスツマスミ
または

カスラプサイド

くわしいことは、普及所か農協入お問合せ
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9
月
7
日
に
総
合
防
災
訓
練

　
最
近
各
地
で
火
災
、
水
害
、
地
す

べ
り
な
ど
の
災
害
に
よ
り
尊
い
人
命

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
に
は
、

そ
の
未
然
防
止
活
動
と
と
も
に
、
発

生
後
の
対
応
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

九
月
七
日
、
新
潟
県
十
日
町
地
区
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
本
市
と
新
潟
県
が

共
催
で
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
防
災
関
係
機
関

相
互
の
協
力
体
制
の
強
化
と
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
防
災
活
動
の
円
滑

化
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
防
災
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
災
害
想
定
は
、
「
九
月
七
日
午
前
七

時
半
新
潟
県
南
部
の
魚
沼
地
方
に
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
。
新
潟
地
方

気
象
台
発
表
に
よ
る
と
、
地
震
の
震

源
地
は
、
十
日
町
市
の
南
1
5
キ
・
層
深

さ
5
0
キ
。
薪
で
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
四
、
震
源
地
に
最
も
近
い
十

日
町
市
で
は
、
震
度
六
を
記
録
し
た
。

こ
の
た
め
、
中
魚
地
方
一
帯
に
大
き

な
被
害
が
発
生
し
、
十
日
町
市
で
は
、

山
く
ず
れ
、
道
路
の
亀
裂
、
陥
没
あ

る
い
は
、
家
屋
が
倒
壊
し
、
多
数
の

死
傷
者
を
だ
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
、

電
話
、
電
力
、
水
道
施
設
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
」
と
し
て
、
関
係

機
関
一
体
と
し
た
大
が
か
り
な
訓
練

‘
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去
る
七
月
十
四
日
、
市
議
会
第
二

回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
焼
失
に
伴
う

吉
田
中
名
ケ
山
分
校
建
設
に
関
す
る

補
正
予
算
を
可
決
、
川
治
地
区
公
民

館
、
南
中
増
築
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

　
県
警
で
は
、
八
月
九
日
（
月
）
長

岡
警
察
署
に
、
行
方
不
明
の
人
を
捜

す
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
相
談
所
は
、
身
元
不
明
死
体

の
身
元
を
明
ら
か
に
し
て
家
族
な
ど

に
引
き
渡
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

設
さ
れ
る
も
の
で
、
県
警
で
は
、
行

方
不
明
者
を
持
つ
家
族
の
積
極
的
な

相
談
を
待
っ
て
い
ま
す
。

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
主
な
訓
練
計
画
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
か
っ
こ
内
は
実
施
場
所
を
示
す
。

　
中
魚
沼
地
方
本
部
設
置
訓
練
（
総

合
庁
舎
）
市
災
害
対
策
本
部
設
置
訓

練
（
市
役
所
）
ビ
ル
火
災
消
火
避
難
救

助
訓
練
（
本
町
通
り
商
店
街
）
電
力
・

電
話
施
設
復
旧
、
高
圧
ガ
ス
漏
洩
防

御
、
防
疫
、
臨
時
給
水
施
設
設
置
、

給
水
炊
出
し
、
被
害
状
況
偵
察
、
医

療
救
護
救
助
等
の
訓
練
（
十
日
町
高

校
及
び
そ
の
付
近
）
初
期
消
火
訓
練

（
滝
文
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
列
車
、
バ
ス

接
触
事
故
避
難
救
急
訓
練
（
高
田
町

踏
切
り
）
堰
堤
放
流
通
信
・
油
火
災

消
火
、
水
難
救
助
、
架
橋
、
水
防
訓

練
（
信
濃
川
）
土
砂
く
ず
れ
防
止
、

救
助
、
山
林
火
災
消
火
訓
練
（
市
民

ス
キ
ー
場
）
警
備
訓
練
（
各
訓
練
会

場
）
避
難
訓
練
（
中
魚
、
十
日
町
の

小
、
中
学
校
、
保
育
園
、
関
係
町
内

ほ
か
）
。

全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会
参
加

者
を
募
集

　
社
団
法
人
全
国
心
身
障
害
者
雇
用

促
進
協
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
推
せ
ん
申
込

用
紙
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
備

え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
希

望
者
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格

④
障
害
等
級
一
級
か
ら
五
級
ま
で
の

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
技
能

検
定
二
級
程
度
の
能
力
を
有
す
る
者

及
び
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
対
象
者
で

あ
っ
て
大
会
に
参
加
し
得
る
通
常
の

心
身
状
態
と
実
技
に
お
い
て
技
能
検

定
二
級
程
度
の
能
力
を
有
す
る
者
。

◎
昭
和
五
十
一
年
十
月
五
日
現
在
競

技
職
種
に
か
か
わ
る
訓
練
歴
及
び
職

歴
の
合
計
が
十
五
年
を
こ
え
な
い
者

で
あ
っ
て
満
四
十
歳
未
満
の
者
。

■
日
程
　
十
月
五
日
か
ら
十
月
七
日

ま
で
。

■
会
場
　
千
葉
市
六
方
町
二
七
四
中

央
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
。

■
競
技
の
職
種
　
旋
盤
、
時
計
修
理
、

洋
裁
、
和
裁
、
家
具
建
具
、
写
真
植

字
、
建
築
製
図
、
機
械
製
図
、
塗
装
、

広
告
美
術
。

■
提
出
先
　
参
加
推
せ
ん
書
を
七
月

三
十
一
日
ま
で
に
新
潟
県
商
工
労
働

部
職
業
訓
練
課
長
あ
て
提
出
く
だ
さ

い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
八
月
二
日
…
…
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
新
座
第
三
、
第
四
の

一
部
▽
八
月
三
日
…
…
午
前
八
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
土
市
第
二
～
太

田
島
第
一
・
二
・
三
　
▽
八
月
四
日

（
水
）
…
…
午
前
八
時
～
十
一
時
半

ま
で
、
珠
川
　
▽
八
月
六
日
…
…
午

前
八
時
～
正
午
ま
で
、
高
田
町
一
・

二
丁
目
～
昭
和
町
一
丁
目
の
一
部
～

栄
町
の
一
部
～
袋
町
の
一
部
～
泉
町

の
一
部
～
高
田
町
三
南
～
丸
山
町
の

一
部
～
高
田
町
三
丁
目
～
高
田
町
三

西
の
一
部
～
高
田
町
四
丁
目
の
一
部

　
▽
八
月
十
日
…
…
牛
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
浅
川
原
～
石
橋
～
小

泉
～
山
谷
～
稲
葉
　
▽
八
月
十
日
．
．
，

…
午
後
二
時
～
五
時
ま
で
、
北
鐙
坂

第
一
・
二
　
▽
八
月
二
十
六
日
…
…

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
本
町

七
丁
目
一
・
二
の
各
一
部
～
四
日
町

新
田
第
三
　
▽
八
月
三
十
一
日
…
．

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
北
原

の
一
部
～
市
之
沢
～
嘉
勝
～
轟
木
～

池
谷
～
入
山
～
焼
野
～
魚
野
田
川
～

慶
地
～
新
水
～
蕨
平
～
上
田
原
～
三

ツ
山
～
高
場
～
美
女
木
～
軽
沢
～
宇

田
ケ
沢
～
菅
沼
～
山
新
田
～
小
貫
～

殿
畑
～
枯
木
又
。
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あなたも出品してください！

第9回市展（十日町市美術展）が10月9日・

10日、11日に十日町市公民館において開
催されます．市民総参加の市展をめざし

て、どしどし作品をお寄せください。
詳細は公民館（本館・電話7－5011）まで。

　
市
展
も
第
九
回
を
迎
え
、
年
毎
に

出
品
点
数
も
増
え
、
作
品
の
質
も
向

上
し
て
き
ま
し
た
。
今
や
、
郡
市
は

も
と
よ
り
魚
沼
地
方
を
代
表
す
る
美

術
展
に
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
出
品
規
定

が
き
ま
り
ま
し
た
。
今
か
ら
ご
準
備

く
だ
さ
い
。
多
数
の
出
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

＊
出
品
作
品

　
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未

発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

第
一
部
／
日
本
画

額
ぶ
ち
付
き
、
大
き
さ
自
由

第
二
部
／
洋
画

額
ぶ
ち
付
き
、
㎜
号
ま
で

第
三
部
／
新
し
い
美
術

常
識
内
の
大
き
さ

第
四
部
／
彫
塑

常
識
内
の
大
き
さ

第
五
部
／
書
道

全
紙
X
つ
ぎ
内
、
枠
張
り
表
装

ガ
ラ
ス
は
つ
け
な
い
こ
と

第
六
部
／
写
真

半
切
～
全
倍
、
組
写
真
は
長
辺

　
L
m
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り

　
作
品
に
は
出
品
票
を
は
り

目
録
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
、
出
品

＊
出
晶
料

　
各
部
と
も
一
点
五
百
円
。

＊
搬
入

　
十
月
二
日
（
土
）
午
前
九
時
～
午

後
八
時
半
　
公
民
館
（
本
館
）
ま
で
。

＊
審
査
・
作
品
指
導

　
審
査
会
は
十
月
三
日
（
日
）
　
終
了

後
（
午
後
四
時
～
五
時
）
審
査
員
に

よ
る
作
品
指
導
が
あ
り
ま
す
。

＊
審
査
員

　
瀬
木
慎
一
（
第
一
、
二
、
三
、
四
部
）

　
中
大
卒
。
芸
術
社
会
学
か
ら
の
評

論
活
動
は
独
自
。
現
代
美
術
を
専
門

と
し
、
著
書
も
多
い
。
シ
ャ
ガ
ー
ル

展
、
ピ
カ
ソ
展
、
ク
ラ
イ
ン
展
な
ど

を
組
織
。
第
二
、
七
回
当
展
審
査
員
。

　
江
川
蒼
竹
（
第
五
部
）

　
新
潟
市
出
身
。
昭
和
三
十
四
年
日

本
代
表
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
訪
。

毎
日
書
道
展
審
査
員
、
日
本
書
道
連

盟
参
与
。
第
五
回
当
展
審
査
員
。

　
梶
原
高
男
（
第
六
部
）

　
早
大
卒
業
後
フ
リ
ー
の
写
真
家
と

し
て
活
躍
。
「
人
間
の
条
件
」
、
「
切
腹
」

な
ど
で
映
画
ス
チ
ー
ル
の
新
境
地
を

開
拓
。
　
「
日
本
カ
メ
ラ
」
編
集
長
。

＊
授
賞

　
優
秀
作
品
に
は
、
市
展
賞
（
一
万

円
）
、
奨
励
賞
（
五
千
円
）
、
佳
作
賞

　
（
賞
品
）
を
授
与
し
ま
す
。

夏
休
み
に
は
本
を
読
み
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
1
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
　
　
ど
う
ぞ
。

い
ま
に
、
涼
し
い
木
か
げ
で
読
書
を
　
　
　
こ
だ
ま
号
は
夏
休
み
中
も
ま
わ
っ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
お
じ
い
さ
ん
、
　
て
い
き
ま
す
。
気
軽
に
ス
テ
ー
シ
ョ

お
か
あ
さ
ん
も
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
　
　
ン
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
〈
八
月
の
巡
回
日
は
次
の
通
り
で
す
〉

占
ノ、

士
口 中 川 水 美 下 飛

箇
コ
田
コ
条
コ

こム
ノロ

コ

沢
コ

佐
島
コ

条
コ
渡
コ

ー
ス
暫
ス
1
ス
1
ス
1
ス
匿
ス
1
ス
1
ス

中 山鉢 町新 工春 水大 赤田 L二 菅轟
村 谷　’ ’座

本　、 場日 沢黒 倉川 新子 沼木
、 、　古同 団町 ’沢 町 田　’

、　　　　、

田 稲島 巴1四 地　’ 馬　’ 三 慶 東池
麦 葉　’ へ日 ’城 場細

、

地 枯谷
、

南 中町 関之 尾 猿
、 木　’

島 鐙 条新 根古
、

倉 漉 又魚

坂
、
小
泉

島田
、　　　　、

ヒ四

、　　　　、

　谷

騒
姿
、
当
間

、
津
池
、

野
、
水
口

之
田
川
、

、 原日 、 、 、

4
●
1 13

●

11
●

10
●

6
●
5
●
4
●
3
●

28
日
（土）

27

日
（金）

25
日
（水）

24
日
（火）

20
日
（金）

19

日
（木）

18

日
（水）

17

日
（火）

　
食
品
問
題
を
テ
ー
マ
に
市
民
大

学
講
座
を
企
画
中
で
す
。

　
食
品
公
害
、
食
糧
危
機
の
中
で

「
食
べ
物
を
問
い
な
お
す
！
」
（
仮
）

九
月
中
　
四
回
で

毎
日
の
食
べ
物
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
講
師
は
中
央
の

専
門
家
で
す
。
ご
期
待
／
＼
バ
き
い
．
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9
月
7
日
に
総
合
防
災
訓
練

　
最
近
各
地
で
火
災
、
水
害
、
地
す

べ
り
な
ど
の
災
害
に
よ
り
尊
い
人
命

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
に
は
、

そ
の
未
然
防
止
活
動
と
と
も
に
、
発

生
後
の
対
応
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

九
月
七
日
、
新
潟
県
十
日
町
地
区
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
本
市
と
新
潟
県
が

共
催
で
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
防
災
関
係
機
関

相
互
の
協
力
体
制
の
強
化
と
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
防
災
活
動
の
円
滑

化
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
防
災
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
災
害
想
定
は
、
「
九
月
七
日
午
前
七

時
半
新
潟
県
南
部
の
魚
沼
地
方
に
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
。
新
潟
地
方

気
象
台
発
表
に
よ
る
と
、
地
震
の
震

源
地
は
、
十
日
町
市
の
南
1
5
キ
・
層
深

さ
5
0
キ
。
薪
で
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
四
、
震
源
地
に
最
も
近
い
十

日
町
市
で
は
、
震
度
六
を
記
録
し
た
。

こ
の
た
め
、
中
魚
地
方
一
帯
に
大
き

な
被
害
が
発
生
し
、
十
日
町
市
で
は
、

山
く
ず
れ
、
道
路
の
亀
裂
、
陥
没
あ

る
い
は
、
家
屋
が
倒
壊
し
、
多
数
の

死
傷
者
を
だ
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
、

電
話
、
電
力
、
水
道
施
設
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
」
と
し
て
、
関
係

機
関
一
体
と
し
た
大
が
か
り
な
訓
練

‘
3
…
●
…
●
の
～
σ
●
～
3
～
3
～
き
ゆ
…
3
～
き
C

　
去
る
七
月
十
四
日
、
市
議
会
第
二

回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
焼
失
に
伴
う

吉
田
中
名
ケ
山
分
校
建
設
に
関
す
る

補
正
予
算
を
可
決
、
川
治
地
区
公
民

館
、
南
中
増
築
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

　
県
警
で
は
、
八
月
九
日
（
月
）
長

岡
警
察
署
に
、
行
方
不
明
の
人
を
捜

す
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
相
談
所
は
、
身
元
不
明
死
体

の
身
元
を
明
ら
か
に
し
て
家
族
な
ど

に
引
き
渡
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

設
さ
れ
る
も
の
で
、
県
警
で
は
、
行

方
不
明
者
を
持
つ
家
族
の
積
極
的
な

相
談
を
待
っ
て
い
ま
す
。

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
主
な
訓
練
計
画
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
か
っ
こ
内
は
実
施
場
所
を
示
す
。

　
中
魚
沼
地
方
本
部
設
置
訓
練
（
総

合
庁
舎
）
市
災
害
対
策
本
部
設
置
訓

練
（
市
役
所
）
ビ
ル
火
災
消
火
避
難
救

助
訓
練
（
本
町
通
り
商
店
街
）
電
力
・

電
話
施
設
復
旧
、
高
圧
ガ
ス
漏
洩
防

御
、
防
疫
、
臨
時
給
水
施
設
設
置
、

給
水
炊
出
し
、
被
害
状
況
偵
察
、
医

療
救
護
救
助
等
の
訓
練
（
十
日
町
高

校
及
び
そ
の
付
近
）
初
期
消
火
訓
練

（
滝
文
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
列
車
、
バ
ス

接
触
事
故
避
難
救
急
訓
練
（
高
田
町

踏
切
り
）
堰
堤
放
流
通
信
・
油
火
災

消
火
、
水
難
救
助
、
架
橋
、
水
防
訓

練
（
信
濃
川
）
土
砂
く
ず
れ
防
止
、

救
助
、
山
林
火
災
消
火
訓
練
（
市
民

ス
キ
ー
場
）
警
備
訓
練
（
各
訓
練
会

場
）
避
難
訓
練
（
中
魚
、
十
日
町
の

小
、
中
学
校
、
保
育
園
、
関
係
町
内

ほ
か
）
。

全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会
参
加

者
を
募
集

　
社
団
法
人
全
国
心
身
障
害
者
雇
用

促
進
協
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
推
せ
ん
申
込

用
紙
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
備

え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
希

望
者
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格

④
障
害
等
級
一
級
か
ら
五
級
ま
で
の

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
技
能

検
定
二
級
程
度
の
能
力
を
有
す
る
者

及
び
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
対
象
者
で

あ
っ
て
大
会
に
参
加
し
得
る
通
常
の

心
身
状
態
と
実
技
に
お
い
て
技
能
検

定
二
級
程
度
の
能
力
を
有
す
る
者
。

◎
昭
和
五
十
一
年
十
月
五
日
現
在
競

技
職
種
に
か
か
わ
る
訓
練
歴
及
び
職

歴
の
合
計
が
十
五
年
を
こ
え
な
い
者

で
あ
っ
て
満
四
十
歳
未
満
の
者
。

■
日
程
　
十
月
五
日
か
ら
十
月
七
日

ま
で
。

■
会
場
　
千
葉
市
六
方
町
二
七
四
中

央
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
。

■
競
技
の
職
種
　
旋
盤
、
時
計
修
理
、

洋
裁
、
和
裁
、
家
具
建
具
、
写
真
植

字
、
建
築
製
図
、
機
械
製
図
、
塗
装
、

広
告
美
術
。

■
提
出
先
　
参
加
推
せ
ん
書
を
七
月

三
十
一
日
ま
で
に
新
潟
県
商
工
労
働

部
職
業
訓
練
課
長
あ
て
提
出
く
だ
さ

い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
八
月
二
日
…
…
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
新
座
第
三
、
第
四
の

一
部
▽
八
月
三
日
…
…
午
前
八
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
土
市
第
二
～
太

田
島
第
一
・
二
・
三
　
▽
八
月
四
日

（
水
）
…
…
午
前
八
時
～
十
一
時
半

ま
で
、
珠
川
　
▽
八
月
六
日
…
…
午

前
八
時
～
正
午
ま
で
、
高
田
町
一
・

二
丁
目
～
昭
和
町
一
丁
目
の
一
部
～

栄
町
の
一
部
～
袋
町
の
一
部
～
泉
町

の
一
部
～
高
田
町
三
南
～
丸
山
町
の

一
部
～
高
田
町
三
丁
目
～
高
田
町
三

西
の
一
部
～
高
田
町
四
丁
目
の
一
部

　
▽
八
月
十
日
…
…
牛
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
浅
川
原
～
石
橋
～
小

泉
～
山
谷
～
稲
葉
　
▽
八
月
十
日
．
．
，

…
午
後
二
時
～
五
時
ま
で
、
北
鐙
坂

第
一
・
二
　
▽
八
月
二
十
六
日
…
…

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
本
町

七
丁
目
一
・
二
の
各
一
部
～
四
日
町

新
田
第
三
　
▽
八
月
三
十
一
日
…
．

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
北
原

の
一
部
～
市
之
沢
～
嘉
勝
～
轟
木
～

池
谷
～
入
山
～
焼
野
～
魚
野
田
川
～

慶
地
～
新
水
～
蕨
平
～
上
田
原
～
三

ツ
山
～
高
場
～
美
女
木
～
軽
沢
～
宇

田
ケ
沢
～
菅
沼
～
山
新
田
～
小
貫
～

殿
畑
～
枯
木
又
。
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あなたも出品してください！

第9回市展（十日町市美術展）が10月9日・

10日、11日に十日町市公民館において開
催されます．市民総参加の市展をめざし

て、どしどし作品をお寄せください。
詳細は公民館（本館・電話7－5011）まで。

　
市
展
も
第
九
回
を
迎
え
、
年
毎
に

出
品
点
数
も
増
え
、
作
品
の
質
も
向

上
し
て
き
ま
し
た
。
今
や
、
郡
市
は

も
と
よ
り
魚
沼
地
方
を
代
表
す
る
美

術
展
に
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
出
品
規
定

が
き
ま
り
ま
し
た
。
今
か
ら
ご
準
備

く
だ
さ
い
。
多
数
の
出
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

＊
出
品
作
品

　
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未

発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

第
一
部
／
日
本
画

額
ぶ
ち
付
き
、
大
き
さ
自
由

第
二
部
／
洋
画

額
ぶ
ち
付
き
、
㎜
号
ま
で

第
三
部
／
新
し
い
美
術

常
識
内
の
大
き
さ

第
四
部
／
彫
塑

常
識
内
の
大
き
さ

第
五
部
／
書
道

全
紙
X
つ
ぎ
内
、
枠
張
り
表
装

ガ
ラ
ス
は
つ
け
な
い
こ
と

第
六
部
／
写
真

半
切
～
全
倍
、
組
写
真
は
長
辺

　
L
m
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り

　
作
品
に
は
出
品
票
を
は
り

目
録
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
、
出
品

＊
出
晶
料

　
各
部
と
も
一
点
五
百
円
。

＊
搬
入

　
十
月
二
日
（
土
）
午
前
九
時
～
午

後
八
時
半
　
公
民
館
（
本
館
）
ま
で
。

＊
審
査
・
作
品
指
導

　
審
査
会
は
十
月
三
日
（
日
）
　
終
了

後
（
午
後
四
時
～
五
時
）
審
査
員
に

よ
る
作
品
指
導
が
あ
り
ま
す
。

＊
審
査
員

　
瀬
木
慎
一
（
第
一
、
二
、
三
、
四
部
）

　
中
大
卒
。
芸
術
社
会
学
か
ら
の
評

論
活
動
は
独
自
。
現
代
美
術
を
専
門

と
し
、
著
書
も
多
い
。
シ
ャ
ガ
ー
ル

展
、
ピ
カ
ソ
展
、
ク
ラ
イ
ン
展
な
ど

を
組
織
。
第
二
、
七
回
当
展
審
査
員
。

　
江
川
蒼
竹
（
第
五
部
）

　
新
潟
市
出
身
。
昭
和
三
十
四
年
日

本
代
表
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
訪
。

毎
日
書
道
展
審
査
員
、
日
本
書
道
連

盟
参
与
。
第
五
回
当
展
審
査
員
。

　
梶
原
高
男
（
第
六
部
）

　
早
大
卒
業
後
フ
リ
ー
の
写
真
家
と

し
て
活
躍
。
「
人
間
の
条
件
」
、
「
切
腹
」

な
ど
で
映
画
ス
チ
ー
ル
の
新
境
地
を

開
拓
。
　
「
日
本
カ
メ
ラ
」
編
集
長
。

＊
授
賞

　
優
秀
作
品
に
は
、
市
展
賞
（
一
万

円
）
、
奨
励
賞
（
五
千
円
）
、
佳
作
賞

　
（
賞
品
）
を
授
与
し
ま
す
。

夏
休
み
に
は
本
を
読
み
ま
し
ょ
う

　
夏
休
み
1
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
　
　
ど
う
ぞ
。

い
ま
に
、
涼
し
い
木
か
げ
で
読
書
を
　
　
　
こ
だ
ま
号
は
夏
休
み
中
も
ま
わ
っ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
お
じ
い
さ
ん
、
　
て
い
き
ま
す
。
気
軽
に
ス
テ
ー
シ
ョ

お
か
あ
さ
ん
も
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
　
　
ン
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
〈
八
月
の
巡
回
日
は
次
の
通
り
で
す
〉

占
ノ、

士
口 中 川 水 美 下 飛

箇
コ
田
コ
条
コ

こム
ノロ

コ

沢
コ

佐
島
コ

条
コ
渡
コ

ー
ス
暫
ス
1
ス
1
ス
1
ス
匿
ス
1
ス
1
ス

中 山鉢 町新 工春 水大 赤田 L二 菅轟
村 谷　’ ’座

本　、 場日 沢黒 倉川 新子 沼木
、 、　古同 団町 ’沢 町 田　’

、　　　　、

田 稲島 巴1四 地　’ 馬　’ 三 慶 東池
麦 葉　’ へ日 ’城 場細

、

地 枯谷
、

南 中町 関之 尾 猿
、 木　’

島 鐙 条新 根古
、

倉 漉 又魚

坂
、
小
泉

島田
、　　　　、

ヒ四

、　　　　、

　谷

騒
姿
、
当
間

、
津
池
、

野
、
水
口

之
田
川
、

、 原日 、 、 、

4
●
1 13

●

11
●

10
●

6
●
5
●
4
●
3
●

28
日
（土）

27

日
（金）

25
日
（水）

24
日
（火）

20
日
（金）

19

日
（木）

18

日
（水）

17

日
（火）

　
食
品
問
題
を
テ
ー
マ
に
市
民
大

学
講
座
を
企
画
中
で
す
。

　
食
品
公
害
、
食
糧
危
機
の
中
で

「
食
べ
物
を
問
い
な
お
す
！
」
（
仮
）

九
月
中
　
四
回
で

毎
日
の
食
べ
物
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
講
師
は
中
央
の

専
門
家
で
す
。
ご
期
待
／
＼
バ
き
い
．



、
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田
・
畑
統
制
小
作
料
を
改
正

　
田
、
畑
の
統
制
小
作
料
の
最
高
額

は
、
旧
額
よ
り
二
十
ば
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
別
表
の
日
程
に
よ
り

小
作
料
の
額
を
修
正
し
ま
す
の
で
、

地
主
、
小
作
人
の
両
者
は
小
作
契
約

書
を
持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
会
場

へ
参
集
く
だ
さ
い
。

千
手
ト
ン
ネ
ル
は
通
れ

ま
せ
ん

　
主
要
地
方
道
小
千
谷
ー
十
日
町
－

津
南
線
の
う
ち
千
手
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
明
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

ト
ン
ネ
ル
改
良
工
事
の
た
め
通
れ
ま

せ
ん
の
で
、
略
図
の
通
り
迂
回
路
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
大
型
車
輌
は

栄
橋
回
り
と
な
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
　
　
“

奉鍬
　時簡競制

囲
計

千手トンネル

主要地方道小千谷・十日町・津南纏

声濃川酉

十
日
町
橋

へ
　
な
お
、
農
業
委
員
会
に
届
け
な
い

で
小
作
契
約
を
解
約
さ
れ
た
方
は
、

当
日
解
約
手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、

地
主
、
小
作
人
の
両
者
（
一
緒
で
な

け
れ
ば
受
付
で
き
ま
せ
ん
）
は
、
契

約
書
と
印
鑑
（
み
と
め
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

月　日 時　　間 会　場

8月3日 午前9時半～午後4時 六箇出張所

8月5日 〃 中条公民館

8月6日 〃 下条出張所

8月11日 〃 吉田出張戸斤

8月12日 〃 水沢出張所

8月18日 午前9時～午後4時半 市役所4階
大会議室

8月19日 〃 〃

8月2〔MI

　～
8月31日

午前8時半～午後5時

ぐ欄鷹磐と）
市役所農業委

員会事務局

、
8
月
分
盤
欝
救
急
優

－
日

池

8
日
　
　
山

15

日
　
富

22

日
　
庭

29

日
　
中

田
医
院
禾
町
西
－
二

　
魯
2
の
2
5
8
1
番
一

ロ
医
院
（
袋
町
中
『

　
奮
2
の
2
1
7
4
番
㎜

田
医
院
（
神
明
町
）
…

　
奮
2
の
3
2
6
9
番
…

野
医
院
（
神
明
町
二

　
魯
2
の
2
7
1
1
番
｝

条
病
院
（
北
原
）

　
奮
7
の
3
0
1
8
番
｝

　
※
お
医
者
さ
ん
に
も
「
休
養
」
と

　
「
勉
強
」
の
時
間
を

医
師
会
の
協
力
を
え
て
、
救
急
患
者

の
た
め
に
休
日
救
急
医
を
輪
番
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
救
急
患
者
以
外

平
日
に
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

、
母
子
保
健
⑳
．
お
知
ち
せ

日程表

一献血車日程
8月2日①午前10時・～午後3時

星儀織物㈱
8月3日㊧午前10時～午後3時
中条公民館大井田分館

8月4日㊧午前10時～午後3時
中　条　病　院

明日といわず今献血しましょう

相育 育検4 検　3 事

談児

児診力
学普月
級に児

　歳
診児

業
名

（198杢日月 （188杢日月 （128杢日月 月
日

2　1午
時～時後

半半

1　1午
時～　後

半時

2　1午
　～　後

時時

時受

間付

公十 公　卜 公　十 ヘ
ム

民　日

館町
民　日

館町
民　日

館町
場

ま日日51
れま～年
たで32
者に目月

生311

者生51
　ま年
　れ4　の月

者生48
　ま年
　れ2　の月

対
象
者

地川井十 全 全 参
区治田日 集
ゴ薪田工

区
ハ座
箇、大 域 域 域

相保身
談育体
　に測

育内身
児科体
学検測

く該個3
だ当へ歳
さ月通6
いの知力

備

つ定 級診定 ノ∫が月

はな児
い おくを 考
て いと対
の でも象

郵
便
貯
金
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
を
募
集

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
小
・
中
学

生
を
対
象
に
郵
便
貯
金
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
者
は
作
品
を
十
月
五
日
ま
で
に
十

日
町
郵
便
局
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　
作
品
内
容
　
郵
便
貯
金
に
関
係
あ

る
も
の
、
郵
便
局
、
郵
便
局
の
外
務

員
の
姿
（
作
品
の
大
き
さ
、
種
類
（
水

彩
、
ク
レ
ヨ
ン
）
は
自
由
）

とき
ところ

き
ろ
き
ろ

　
こ
　
　
　
こ

と
と
　
と
と

台所の衛生

Q
冷蔵庫を過信
しないで’

衛生的で安全
な水を豊富に

っかうこと

野菜はよく洗
う

ネズミ、ハエ、

蘇凝轟　　　　　璽

まうちょう・まな板・ふ

きんの洗浄、消毒を

　　　　嚇

買物は清潔で信用ある店

で新鮮なものを

　　　　　　嶋

　　　　　　　　　、ア

調理したものは早めにた
べ
、 残さないように

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

8／25
　　□10号□

豊
　
　
夢畿

　
　
お

　
　
と

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－31H）毎月25日（1部6円

今
秋
に
は
も
う
一
面
完
成
の
予
定

　
市
で
は
、
信
濃
川
左
岸
十
日
町
橋

下
流
の
河
川
敷
十
二
万
九
千
平
方
后

に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
の
造
成
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
施
設
の
一
部
と
し

て
「
野
球
場
B
面
（
二
万
二
千
三
百
五

十
平
方
蝦
）
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
球

場
開
き
は
、
去
る
八
月
二
日
行
わ
れ
、

当
分
の
間
、
一
般
市
民
に
無
料
で
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

星
空
に
夢
を
は
せ
る
こ
ど
も

た
ち
ー
。
8
月
2
0
日
午
後
8
時

広
場
は
、
今
年
度
か
ら
年
次
計
画
で
、

野
球
場
三
面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
一
面
の
ほ
か
周
囲

に
緑
を
配
し
、
公
園
的
利
用
を
は
か

る
も
の
で
す
。
こ
と
し
は
、
野
球
場

B
面
の
ほ
か
、
も
う
一
面
の
野
球
場

の
造
成
工
事
が
十
一
月
完
成
を
メ
ド

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
完
成
し
た
野
球
場
は
、
ラ
イ

ト
●
レ
フ
ト
が
九
十
肩
、
セ
ン
タ
ー

百
二
十
后
と
い
う
立
派
な
規
模
で
、

外
野
ス
タ
ン
ド
は
一
肩
璽
口
同
さ
に
土

あれは、何んの星かな？

　　中条地区公民館で天文教室

「夏の夜空の星を観測しょう」と中条地区公

民館は、去る8月20日、21日、同館の屋上で天文

教室を開きました。集まった親子達は、十日

町天文同好会の指導を受けながら、美しい星

空に魅せられていました。

の
び
の
び
と
プ
レ
ー
す
る

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
広
場
野
球
場

盛
り
し
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
移
動
式

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
は
け
は
非
常

に
よ
く
、
少
し
位
の
雨
で
も
十
分
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
こ
の
施
設
を
利
用

す
る
場
合
は
、
市
教
委
社
会
教
育
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

春
日
由
三
氏
が
豪
雪

　
地
帯
対
策
審
議
会
委

　
目
貝
に

　
十
日
町
市
長
春
日
由
三
氏
は
、
こ

の
ほ
ど
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
豪
雪
地

帯
対
策
審
議
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
同
審
議
会
は
、
豪
雪
対
策
等

に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
間
に

応
じ
、
ま
た
、
意
見
を
述
べ
る
総
理

府
の
附
属
機
関
。
委
員
は
、
内
閣
総

理
大
臣
が
任
命
す
る
衆
、
参
院
議
員
、

学
識
経
験
者
な
ど
三
十
五
人
以
内
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
団
体
八
個
人
を
表
彰

　
　
　
　
　
市
社
会
福
祉
大
会

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
市
社

会
福
祉
大
会
は
、
去
る
八
月
二
十
日
、

市
民
会
館
で
開
か
れ
、
席
上
、
つ
ぎ
の

団
体
、
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
坂
悦
次
夫
妻
ら
市
内
五
十

五
組
の
金
婚
者
に
記
念
品
贈
呈
、
記

念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
〈
団
体
〉
兄
貴
会
（
田
中
町
本
通
り
）

㈱
小
林
商
会
（
稲
荷
町
二
）
〈
個
人
〉

宮
入
国
治
（
宮
下
東
）
関
谷
勇
松
（
内

後
）
中
島
ア
イ
（
新
座
第
四
）
酒
井

ト
メ
ノ
（
南
鐙
坂
）
佐
藤
カ
ネ
（
本

町
西
一
丁
目
）
波
形
鹿
之
助
．
ハ
ナ

（
下
条
中
央
通
り
）
岡
村
千
代
松
（
河

内
町
）


